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ラ
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は

幻
想
的
な
遊
園
地
へ
と

こ
の
春
の
ド
ロ
テ
ビ
ス
。

心
を
誘
い
ま
す
。

Sanohe
サノへ

罵宇１１Ｗ目１１ｍ
トアロード(078)331-1952ノ

ﾇ ーペルサノヘ
１１‐
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春めいてまいりました。白い指先で躍る紅色が風景ととけあう季節です。

元町２丁目ＴＥＬ3 3 1 - 5 7 6 1 代表

ジーマで' ず宝石j 鑑定方無料でご相談i ｰ
応L , ÷あｌまずのでお気蛭にご利用下さい
定休日は水曜日です
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桜
井
さ
ん
の
家
は
代
々
の
農
家
だ
そ
う
だ
。
訪
ね
た
自
宅
も
江
戸
時
代
の
建
築
と
か
で
、
そ
う
い
え
ば
桜
井
さ
ん
の
表
情
の
ど
こ
か

に
農
家
の
嫁
の
も
つ
善
良
さ
が
伺
え
る
。
ご
自
身
は
〃
鈍
な
人
間
″
〃
愚
な
人
間
″
で
あ
る
と
自
認
す
る
。
「
格
好
よ
さ
と
か
、
世
渡

り
が
う
ま
い
と
か
、
そ
ん
な
こ
と
と
は
縁
の
な
い
愚
か
な
人
間
の
悲
し
み
み
た
い
な
も
の
を
書
き
た
か
っ
た
ん
で
す
」
。
昭
和
五
十
年

に
は
「
も
ず
の
庭
」
で
日
本
農
民
文
学
賞
を
受
賞
。
「
農
地
が
宅
地
開
発
さ
れ
て
行
く
現
状
を
見
て
い
て
、
こ
れ
で
い
い
の
か
と
思
い

ま
し
て
ね
…
…
。
肥
沃
な
土
地
で
、
好
い
畑
地
な
の
に
、
ト
ラ
ッ
ク
で
運
ん
だ
砂
利
の
下
敷
に
な
っ
て
行
く
。
土
地
が
死
ぬ
の
は
見
て

い
て
悲
し
い
で
す
ね
え
」
．
昭
和
十
二
年
二
月
、
尼
崎
市
生
ま
れ
。
文
学
を
志
す
こ
と
に
な
っ
た
直
接
の
き
っ
か
け
は
推
め
ら
れ
て
文

章
講
座
へ
顔
を
出
し
て
か
ら
で
、
六
、
七
年
前
の
こ
と
だ
。
そ
の
後
「
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｚ
Ｏ
Ｎ
」
の
同
人
と
な
る
。
現
在
は
隣
家
の
協
力
を
得

て
農
作
業
を
す
る
か
た
わ
ら
創
作
を
つ
づ
け
て
い
る
が
「
素
材
は
農
民
に
限
ら
ず
、
私
の
よ
う
に
愚
か
な
人
間
を
書
い
て
行
き
た
い
」

と
い
う
と
き
、
善
良
な
農
民
の
面
影
は
消
え
、
文
学
へ
挑
む
一
人
の
作
家
の
厳
し
い
横
顔
が
、
そ
こ
に
伺
え
る
の
だ
。
〈
自
宅
に
て
〉

Ａ・・

″
愚
者
″
を
書
き
続
け
る

爪
謂
鼎
棺
桶
騨
繁
字
部
門
受
賞
誉

汚
』

､

さ〃

》
一

Ｊ
霞

驚溌雨
夙

”
毎明

智

カ
メ
ラ
ノ
米
田
定
蔵

心
門
■
１

心
門
■
１

桜
井
利
枝
八
『
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｚ
Ｏ
Ｎ
』
同
人
ｖ
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に
な
っ
た
が
、
こ
れ
も
米
田
さ
ん
が
三
年
前
に
庁
内
の
職
員
提
言
で
口
火
を
切
っ
た
こ
と
の
成
果
と
い
え
る
。

進
み
、
採
算
ベ
ー
ス
に
乗
る
と
な
れ
ば
メ
ー
カ
ー
も
と
り
合
う
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
仕
立
技
術
を
持
つ
身
障
者
の
働
く
場
も

確
保
で
き
る
１
１
１
底
辺
か
ら
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
づ
く
り
を
目
指
す
情
熱
が
瀧
っ
て
い
る
。
長
田
生
ま
れ
。
（
セ
ン
タ
ー
で
）

体
に
合
っ
た
機
能
的
な
服
と
い
う
の
が
全
く
未
開
の
分
野
だ
っ
た
こ
と
を
痛
感
し
た
。
幸
い
米
田
さ
ん
が
所
属
す
る
Ｋ
・
Ｆ
．
Ｓ
ラ
ゥ

五
十
名
の
身
障
者
を
社
会
へ
送
り
出
し
た
が
、
車
椅
子
を
使
っ
た
り
、
松
葉
杖
を
つ
く
彼
ら
自
身
は
自
分
の
服
が
う
ま
く
で
き
な
い
、

の
が
選
考
委
員
の
一
致
し
た
意
見
だ
っ
た
。
昨
年
は
神
戸
市
が
こ
の
研
究
の
た
め
に
三
百
万
円
も
の
予
算
を
つ
け
た
と
新
聞
で
も
話
題

新
分
野
へ
の
情
熱

べ
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
ソ
サ
ェ
テ
ｆ
）
に
は
婦
人
・
紳
士
服
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
も
い
て
鎖
極
的
に
協
力
し
て
く
れ
る
。
行
政
が
と
り
あ
げ
、
開
発
が

１
１
１
轡
月
刊
神
戸
っ
子
鵡
周
年
記
念

ｊ
ｊ
ｊ
第
８
回
ブ
ル
ー
メ
ー
ル
賞
ノ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
部
門
受
営
曇
壱

仕
立
技
術
を
持
つ
米
田
さ
ん
が
神
戸
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
身
障
者
に
授
産
の
技
術
指
導
に
取
り
組
ん
で
二
十
年
に
な
る
。
百
四
、

「
採
算
を
考
え
ず
、
個
人
の
情
熱
で
身
障
”
者
の
洋
服
デ
ザ
イ
ン
研
究
を
続
け
る
な
ん
て
、
な
か
な
か
で
き
る
こ
と
や
な
い
」
と
い
う

米
田
博
司
〈
鐸
蓄
陣
害
〉

カ
メ
ラ
ノ
米
田
定
蔵
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剛

昨
年
の
関
西
歌
劇
団
定
期
公
演
で
は
、
五
月
に
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
「
ド
ン
・
ジ
ョ
バ
ン
ニ
」
、
十
一
月
に
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
の
「
卜
ロ
ヴ
ー
ノ

ト
ー
レ
」
を
上
演
。
そ
れ
ら
の
主
役
を
演
じ
た
の
が
坂
本
環
さ
ん
。

武
庫
川
女
子
大
学
音
楽
部
声
楽
科
を
卒
業
し
て
、
一
九
七
五
年
、
同
歌
劇
団
第
三
十
八
回
定
期
公
演
「
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
」
の
バ
ル

バ
リ
ー
ナ
役
で
デ
ビ
ュ
ー
。
そ
の
後
「
椿
姫
」
の
ア
ン
ニ
ー
ナ
、
「
カ
バ
レ
リ
ァ
・
ル
ス
チ
カ
ー
ナ
」
の
サ
ン
ト
ウ
ッ
ッ
ア
、
「
リ
ゴ

レ
ッ
ト
」
の
ジ
ル
ダ
を
演
じ
た
。
こ
の
「
カ
バ
レ
リ
ァ
ー
１
Ｊ
と
「
リ
ゴ
レ
ッ
ト
」
の
好
演
に
対
し
て
、
七
七
年
度
音
楽
ク
リ
テ
ィ
ッ

ク
ク
ラ
ブ
新
人
賞
と
神
戸
灘
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
音
楽
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

「
ト
ロ
ヴ
ァ
ト
ー
レ
が
今
ま
で
の
な
か
で
も
一
番
む
つ
か
し
か
っ
た
で
す
ね
」
と
話
す
。
一
作
一
作
に
進
歩
し
な
が
ら
が
声
も
安
定

し
て
き
た
よ
う
だ
が
、
皇
戸
が
練
れ
て
、
も
っ
と
充
実
し
た
声
を
出
し
た
い
。
…
…
声
が
欲
し
い
で
す
ね
」
と
意
欲
的
。
と
は
い
え
、

ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
歌
い
、
演
技
に
も
魅
力
、
そ
し
て
将
来
．
性
に
期
待
さ
れ
る
プ
リ
マ
ド
ン
ナ
の
登
場
で
あ
る
。

意
欲
的
な
プ
リ
マ
ド
ン
ナ

１
１
１
轡
月
刊
神
戸
っ
子
昭
周
年
記
念

ｊ
川
第
８
回
ブ
ル
ー
メ
ー
ル
賞
／
音
楽
部
門
受
賞
者

＝二一一
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カ
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1１
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’

カ
メ
ラ
ノ
ノ
橋
本
英
男

「
お
こ
が
ま
し
い
で
す
。
頑
張
り
ま
す
」
受
賞
の
知
ら
せ
に
ポ
ッ
リ
と
感
想
を
。
〃
あ
ま
り
多
く
を
語
ら
な
い
性
格
″
だ
そ
う
で
、

反
面
吐
き
出
さ
れ
た
言
葉
に
は
聞
く
側
に
、
こ
の
人
の
誠
実
さ
を
強
く
印
象
づ
け
て
し
ま
う
。
父
君
、
観
世
流
職
分
藤
井
久
雄
さ
ん
の

も
と
に
五
歳
で
初
舞
台
を
踏
み
、
中
学
生
の
時
、
能
楽
師
の
道
を
歩
む
こ
と
を
決
意
。
高
校
（
葺
合
高
校
）
卒
業
後
、
観
世
流
宗
家
に

入
門
、
以
後
八
年
間
〃
稽
古
に
稽
古
を
重
ね
る
こ
と
〃
に
適
進
。
伝
承
の
形
態
で
現
代
に
受
け
継
が
れ
て
ゆ
く
能
の
世
界
に
於
て
家
元

制
度
は
重
要
な
産
物
で
あ
る
。
と
同
時
に
封
建
制
も
根
強
く
、
内
弟
子
時
代
は
精
神
修
練
の
場
で
も
あ
っ
た
。
「
謙
虚
な
心
で
芸
に
対

時
す
る
こ
と
」
を
学
び
、
そ
の
本
質
に
基
づ
い
た
地
道
な
努
力
が
今
日
の
素
直
な
芸
風
の
内
に
確
か
に
潜
ん
で
い
る
。

美
声
、
力
強
い
声
量
の
幸
運
な
素
質
そ
し
て
将
来
性
、
ま
た
学
生
鑑
賞
能
、
能
楽
教
室
な
ど
で
の
普
及
活
動
に
対
す
る
意
欲
が
評
価

さ
れ
賞
に
結
び
つ
い
た
。
「
能
は
タ
イ
ミ
ン
グ
の
芸
術
。
独
特
の
感
覚
、
能
ら
し
い
カ
ン
を
磨
く
た
め
に
よ
り
精
進
を
…
…
」
新
た
な

る
抱
負
に
「
能
っ
て
大
変
な
も
の
」
と
実
感
を
こ
め
て
。
〈
藤
井
観
躯
会
能
舞
台
に
て
〉

素
質
に
培
う
感
覚
の
磨
き
を

藤
井
徳
三

同

〈
能
楽
師
〉
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▼関
ダ分“

卿ｈ

■
■
岸日

凸
坤
‐
。
、
黄
、

．
蝋
雛
営
苧
髄
』
一
一

『
州
．

１
１
Ⅲ
Ｆ
ピ
ー
１
１
Ｊ
一

堀
尾
さ
ん
の
作
品
発
表
活
動
は
旺
盛
だ
。
昨
年
だ
け
で
個
展
、
グ
ル
ー
プ
展
な
ど
計
師
回
。
そ
の
都
度
、
全
力
投
球
で
ア
イ
デ
ア
と

表
現
に
つ
き
る
こ
と
な
く
発
表
を
し
つ
づ
け
て
い
る
。
「
少
し
あ
る
一
つ
の
テ
ー
マ
を
追
求
し
て
い
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
、
も
う

そ
ろ
そ
ろ
作
品
を
整
理
す
る
時
期
で
は
、
と
言
わ
れ
る
ん
で
す
が
僕
と
し
て
は
、
そ
れ
以
上
ね
ば
り
よ
う
が
な
い
か
ら
今
ま
で
や
っ
て

き
た
こ
と
を
や
め
て
、
他
に
や
ら
ん
こ
と
を
す
る
ん
で
す
。
見
え
て
し
ま
っ
た
ら
も
う
そ
れ
以
上
追
求
し
た
く
な
い
」
。

Ⅳ
才
の
時
東
京
の
自
由
独
立
美
術
展
に
入
選
。
具
体
美
術
、
芦
屋
市
展
な
ど
で
発
表
を
続
け
具
体
解
散
後
は
全
く
の
一
匹
狼
。
「
人
●
●

間
て
一
人
で
や
っ
た
ら
考
え
込
む
の
で
一
杯
飲
ん
で
人
と
話
し
て
考
え
て
る
こ
と
を
打
診
し
た
ら
響
い
て
く
る
友
だ
ち
」
の
い
る
ぼ
ん

④
●

●
●

く
ら
へ
行
き
、
次
な
る
作
品
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
貯
え
る
。
素
材
は
廃
材
や
紙
な
ど
を
使
い
、
何
か
ら
で
も
も
の
自
体
に
思
想
が
あ
る
は

ず
だ
か
ら
と
気
ど
ら
ず
ど
ん
ど
ん
作
る
。
「
本
当
に
面
白
い
も
の
は
自
由
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
は
ず
」
と
。
三
年
前
急
性
白
内
障
で
目

●
巳
●
■
●
●
●
●
。
●

が
悪
く
な
り
そ
の
時
に
命
か
か
っ
と
か
な
い
か
ん
と
精
神
的
に
成
長
、
「
い
つ
ま
で
も
わ
け
の
わ
か
ら
ん
や
っ
ち
ゃ
」
と
一
一
一
一
口
わ
れ
る
よ

う
な
、
一
つ
の
形
に
は
ま
り
こ
む
こ
と
の
な
い
生
き
ざ
ま
を
見
せ
て
い
き
た
い
堀
尾
さ
ん
で
あ
る
。
昭
子
夫
人
も
造
形
作
家
〈
自
宅
で
〉

溢
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

民

１
１
・
月
刊
神
戸
っ
子
昭
周
年
記
念

ｊ
川
詞
別
団
ブ
ル
ー
メ
ー
ル
賞
／
美
術
部
門
受
賞
者

垂
｜
■
Ｉ

晦卑厚馴
蛤≦

Ｉ

ｌ

ｆ」雲妻力

議、
凡

『‐
。

ニーニ

》
錘
錨
唾
幽
ｊ
｜
耕
佃

堀
尾
貞
治

厨
蝋

〈
ア
Ｉ
チ
ス
ト
）

『

■
ｄ

一
ｂ
腿
画
一
ｂ
ｐ
Ｆ

Ｆ
し

Ｌ一

カ
メ
ラ
ノ
米
田
定
蔵

Ｌ 胃

司１
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私
と
紅
茶
の
つ
き
あ
い
は
毎
日
、
七
、
八
杯
。
”

砂
糖
な
し
の
そ
シ
ー
ト
で
気
さ
く
に
飲
ん
で
い
ま
魂
朝
食
の
時
、

ま
ず
一
杯
。
あ
と
は
ザ
ス
ン
の
間
と
鉦
お
客
さ
ま
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
い

る
時
と
か
に
…
…
。
紅
茶
の
あ
の
ル
ビ
ー
色
と
香
り
に
、
ほ
っ
と
す
る
の

で
孝
兆私

に
と
っ
て
バ
イ
オ
リ
ン
は
生
命
で
、
バ
イ
オ
リ
ン
の
た
め
に
部
屋
を

絶
え
ず
乾
燥
さ
せ
て
い
る
の
で
玄
と
こ
ろ
が
、
私
は
わ
り
あ
い
喉
を

渇
か
せ
る
体
質
で
、
そ
の
上
に
、
寒
が
り
や
の
暑
が
り
や
、
暖
房
食
冷
房

も
使
わ
な
い
時
が
、
年
に
一
週
間
あ
る
か
な
い
沈
水
、
ジ
ュ
ー
ス
、
お
茶

な
ど
、
ガ
ブ
ガ
ブ
飲
ん
で
い
た
の
で
す
が
、
甘
す
ぎ
た
り
、
強
す
ぎ
た
り
、

困
っ
て
い
た
と
こ
ろ
ズ
ト
レ
ー
ト
の
紅
茶
が
一
番
だ
と
大
発
見
し
た
わ

け
で
十
％

そ
れ
以
前
、
砂
糖
入
り
の
時
は
そ
つ
ぼ
を
向
い
て
い
た
の
に
、
今
や
、

一
日
、
七
、
八
杯
と
い
う
紅
茶
党
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
私
の
音
楽

家
と
し
て
の
身
体
の
コ
ン
デ
イ
者
ン
づ
く
り
に
、
ぴ
っ
た
り
合
っ
た
か
ら

で
た
私
に
と
っ
て
紅
茶
は
健
康
管
理
屋
さ
ん
と
で
も
い
え
る
で
し
ょ

う
魂
切
っ
て
も
切
れ
な
い
″
つ
き
あ
い
″
な
の
で
攻

EALIFEINKOBE、

この詞[茶。

ト
で
毎
塁
森
…
．

・
バ
イ
オ
，
ニ
ズ
ト
ュ
ュ
皇

●Ｔ

この時季＝

<辻久子さん>現在､バイオリン界のトップ奏者。ミ天才少女尋で始まった辻さんのバイオリン歴
ももう5 0 年近い。数年前、名器ストラディバリウスで話題を呼んだが、それも実は彼女のバイオ
リンへの厳しい姿勢を物語るものだ。音楽への厳しさと反対に、実際の辻さんは気さくな人柄、
ストレート紅茶の爽やかさにも似ていた。大阪芸大教授。 」ツワボンド

LＯＮＤＯＮＥＮＧＬＡＮＤ

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



０戸 昂ﾐ
§ 癖 繭

ｌ
＃ ‐ Ｉ 罰 ｈ ｒ

雑計刀

印

￥
蚕

工 ○

Ｌ

面
壱
口
輪
一

－

凸

一 一 虹
配

一 間 』

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



神
戸
と
は
神
社
領
の
民
戸
の
こ
と
．
神
社
の
近
く
に
住
み
、
神
社
に
租
税
を
納
め
て
い
た
人
々
の

家
の
こ
と
で
、
近
畿
に
は
神
戸
（
コ
ウ
ベ
ま
た
は
カ
ン
ベ
）
と
い
う
地
名
の
と
こ
ろ
が
沢
山
あ
る
そ
う

お
き
な
か
た
ら
し
ひ
の
の
み
こ
ど

だ
。
神
戸
っ
子
た
ち
が
住
む
こ
の
神
戸
は
生
田
神
社
の
神
戸
で
、
日
本
書
紀
巻
第
九
・
気
長
足
姫
尊
．

い
く
た
の
な
が
あ
あ
く
に

神
功
皇
后
の
巻
に
『
ま
た
職
鴎
鋪
挙
、
識
へ
ま
つ
り
て
日
は
く
、
吾
は
活
田
長
峡
国
に
居
ら
ん
と
す
』

の
た
事
毎

と
あ
る
こ
の
活
田
が
い
ま
の
生
田
だ
。
昂
嶋
国
は
長
く
尾
を
ひ
く
地
形
の
こ
と
だ
ろ
う
が
、
こ
れ
を

蝕
蹄
痔
樵
畦
と
訓
み
、
ナ
ガ
サ
は
シ
ュ
メ
ー
ル
語
の
ナ
グ
・
ウ
シ
（
ｚ
紺
屋
胃
・
日
神
鎮
護
地
）

に
由
来
し
、
生
田
の
イ
ク
は
火
神
際
．
で
、
タ
は
助
辞
と
す
る
説
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
海

と
山
に
狭
ま
れ
た
細
長
い
日
あ
た
り
の
よ
い
傾
斜
地
に
日
神
ま
た
は
火
神
を
祭
っ
た
生
田
の
神
戸
は

大
昔
か
ら
明
る
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
大
分
時
代
は
降
る
が
、
今
か
ら
二
十
数
年
ほ
ど
前
、
僕
は
週
に
一
日
だ
け
神
戸
大
学
教

育
学
部
に
造
形
の
基
礎
訓
練
を
教
え
に
来
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。
六
甲
の
麓
を
登
り
降
り
す
る
そ
の

行
き
還
り
の
道
は
、
砂
が
白
く
て
明
る
く
、
そ
の
日
は
気
分
が
一
日
中
晴
れ
晴
れ
し
た
も
の
で
あ
る
。

ト
ア
ロ
ー
ド
を
ぶ
ら
ぶ
ら
と
登
り
降
り
し
て
、
そ
の
あ
と
支
那
料
理
を
食
べ
て
帰
る
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
い
た
一
時
期
の
僕
に
は
、
神
戸
は
明
る
く
て
そ
し
て
お
い
し
い
町
で
あ
っ
た
．

近
頃
は
、
一
年
お
き
に
須
磨
離
宮
公
園
現
代
彫
刻
展
の
審
査
に
来
る
だ
け
の
神
戸
に
な
っ
て
し
ま

っ
て
、
ち
ょ
っ
と
淋
し
い
．
そ
の
ス
マ
展
で
は
、
こ
れ
は
よ
い
作
品
だ
と
思
い
な
が
ら
、
心
な
ら
ず

も
落
選
に
し
て
し
ま
う
こ
と
な
ど
あ
り
、
ス
マ
せ
ん
。

イ
メ
ー
ジ
の
神
戸
宅
堀
内

霞ヨ
三亀

ほ
り
う
ち
ま
さ
か
ず
．

●
一
九
一
一
京
都
市
に
生
ま
れ
る
●
一
九
二
九
二
科

展
初
入
選
●
一
九
五
三
抽
象
と
幻
想
展
（
東
京
近
代
美

術
館
出
品
）
以
後
サ
ン
パ
ウ
ロ
ピ
エ
ン
ナ
ー
レ
展
、
ロ
ダ

ン
美
術
館
国
際
現
代
彫
刻
展
、
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
市
現
代
彫
刻

ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
展
、
グ
ッ
ゲ
ン
ハ
イ
ム
国
際
美
術
展
、
イ
ン

ド
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
展
な
ど
に
出
品
。
高
村
光
太
郎
枕
、
第

一
回
現
代
国
際
彫
刻
展
大
賞
（
箱
根
彫
刻
の
森
美
術
館
）
な

ど
受
く
し
京
都
市
立
芸
術
大
学
名
誉
栽
授
．

－－

正協
柵
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